
卒業を迎える君に送る言葉：「不屈」、「貢献」そして「挑戦」
名古屋大学総長　濵口道成

卒業おめでとうございます。卒業される皆さんは、新しい生活への期待を胸に、残り少ない大学生活を楽しんでおられることでしょう。私も皆さんと
一緒に総長を「卒業」します。総長としての6年間の中で、今年はとりわけ記憶に残る年でありました。それは、赤﨑勇先生、天野浩先生が青色LEDの
発明で、ノーベル物理学賞を取られたからです。お二人の受賞で、名大関係者のノーベル賞受賞者は6人となり、アジアの大学で最も受賞者の多い大学
となりました。
先生方の発明された青色発光LEDは、20世紀中には実現不可能とされた技術です。もしこの発明がなければ、スマートフォンは生まれなかったで
しょう。テレビもブラウン管のままだったでしょう。この発明はまた、エネルギー消費全体に大きな影響を与えました。青色LEDにより白色LEDが開発さ
れ、白色LEDの普及により2020年には、日本の電気総需要の7%を削減でき、その効果は原子力発電所10数基に相当するとされます。また、LEDは、低
い電圧でも十分な光をもたらすことから、アフリカや中央アジアなどの15億人の人々に光をもたらした発明とされています。まさに青色LEDは、21世紀の
人間社会の在り方を根底から変える技術の一つとなったと言えます。
12月には、私もノーベル賞受賞式典に参列させて頂きました。授賞式典の中でも、受賞記念講演会はとりわけ深く心に残るものでありました。赤﨑先
生は、窒化ガリウムによる青色発行ダイオード開発の半世紀余にわたる歴史に触れられ、その困難と意義を明快に述べられました。先生は、戦前に特攻
隊の基地のあった知覧で生まれておられます。長い年月と苦難を越え、この画期的技術を実現された先生のお話に、私は深い感銘を覚えました。また、
天野先生は、若い世代へのメッセージを述べられ、困難に挑戦することの意義を感動とともに語られました。受賞者が、それぞれの研究を振り返り挙げ
られた言葉として、赤﨑先生は「不屈」を、天野先生は社会への「貢献」を、そして中村先生は「挑戦」を挙げておられました。不屈、貢献、そして挑
戦。卒業される皆さんが、これらの言葉を胸に刻み、社会で活躍されることを記念します。
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平成２６年度名古屋大学体育会
会長表彰 表彰式

特集①

　平成26年度名古屋大学体育会会長表彰表彰式が、1月6日（火）に豊田講堂第1会議室において、名古屋大学体育会により挙行されました。
　この表彰は、本学体育会に加盟するクラブが各種競技大会で優秀な成績を収めた場合に、個人、団体及びその指導者の栄誉を讃え、そ
の功績を広く顕彰することを目的としたもので、今回で26回目となります。

　今年度は、「個人の部」8名、「団体の部」9団体が本
学体育会会長である濵口総長から表彰され、1年間のめ
ざましい成果を讃えられました。
　受賞した個人及び団体には、副賞として名古屋大学校
友会から記念品等が贈呈されました。

平成26年度　名古屋大学体育会会長表彰　受賞者一覧
表彰対象期間：平成２５年１１月１日～平成２６年１０月３１日

オリエンテーリング部

硬 式 野 球 部

陸 上 競 技 部

漕 艇 部

ラ イ フ ル 射 撃 部

ア ー チ ェ リ ー 部

オリエンテーリング部

ラ イ フ ル 射 撃 部

舞 踏 研 究 会

アメリカンフットボール部

フォーミュラチームFEM

剣 道 部

男子バレーボール部

女子バレーボール部

航 空 部

運動部名 氏名（学部・学年） 該当賞 出場大会名及び成績

運動部名 該当賞 出場大会名及び成績

個人の部（８名）

団体の部（９団体）

第53回全国七大学総合体育大会 剣道競技女子　優勝

第12回全日本学生フォーミュラ大会　総合優勝

2013年度日本学生オリエンテーリング選手権大会 リレー競技部門　準優勝

第50回中部日本学生競技ダンス選手権大会 団体成績　優勝
第50回中部日本学生競技ダンス選手権大会 フォーメーションの部　優勝

第53回全国七大学総合体育大会 バレーボール競技男子　優勝

第17回全日本学生グライダー新人競技大会　準優勝

東海学生連盟2013年度秋季リーグ　優勝

第53回全国七大学総合体育大会 バレーボール競技女子　優勝

第43回中部学生ライフル射撃三姿勢大会 10mエアライフル三姿勢3×20発競技 団体　優勝
第32回中部学生ライフル射撃伏射大会 10mエアライフル60発競技 団体　優勝

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

2014年度第25回ジュニア世界オリエンテーリング選手権　出場

2014年度第19回世界大学オリエンテーリング選手権　出場

大学野球日本代表候補選出

第80回東海学生陸上競技対校選手権大会 男子10,000m　優勝

第41回全日本大学選手権大会 女子舵手なしペア　優勝
第92回全日本選手権大会 女子舵手なしペア　準優勝

第41回全日本大学選手権大会 女子舵手なしペア　優勝
第92回全日本選手権大会 女子舵手なしペア　準優勝
第69回国民体育大会 ボート競技 成年女子 シングルスカル　7位入賞

第32回中部学生ライフル射撃伏射大会　優勝

2014年度東海学生アーチェリーフィールド選手権大会 女子の部　優勝

特別賞

特別賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

一般賞

川 島 実 紗 教育学部・2年

細 川 知 希 工学研究科・M1年

七 原 優 介 教育学部・4年

國 司 寛 人 工学部・3年

千 葉 尚 彬 情報文化学部・3年

宮 川 采 弓 理学部・3年

榊 原 舞 子 農学部・4年

関 根 優 佳 医学部・3年
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第55回リーダーズ・アセンブリー特集②

実行委員長　小野 麻衣子（名古屋大学体育会）　

昨年12月13日（土）・14日（日）の2日間にわた
り、東海地区国立共同中津川研修センターにおい
てリーダーズ・アセンブリー（以下、「L.A.」）を開
催しました。
L.A.とは、企画・学務部と体育会の共催で行わ
れる各クラブの幹部または次期幹部を対象とした
研修会で、今回で第55回目を迎え、クラブ強化や
幹部のあり方について情報交換することで親睦を
深めることを主な目的としています。
1日目は、昼前に現地に到着し、午後から開講式
の後、「分科会」を行いました。ここでは所属クラ
ブに関係なく振り分けられたチームごとに分かれ
て、新入生の獲得や部員のモチベーションの上げ
方などについて話し合いました。チーム競技、個人
競技など形態の違う種目のクラブ同士での話し合
いはとても貴重な経験になったと思います。

その後、東海学園大学の島典広講師に「チーム作りを考慮したトレーニング計画の立て方」というテーマで講演していただきました。講演
終了後も個人的に質問しに行く参加者が多く、とても有意義な時間となったのではないかと思います。
2日目は、午前中に「理事・副総長および企画・学務部との話し合い」を行いました。ここでは名古屋大学の名阪戦、七大戦等での順位向
上について國枝理事・副総長からお話をいただき、それに加えてクラブとして目指している目標とそれに向けて足りないものについて各クラ
ブから意見発表を行いました。
その後は、1日目の分科会で話し合った内容をまとめ、
グループごとの発表を行いました。各グループ発表内容
や発表形式もさまざまで、ひとりでは考え付かないような
意見も多くありました。
今回のL.A.で得た情報を各クラブに持ち帰り、クラブ

強化、そして目標の達成に向けて少しでも役立てていた
だけたら幸いです。
最後になりましたが、今回のL.A.を開催するにあたっ

てご尽力いただいた関係者のみなさまに、この場を借り
てお礼申し上げます。

クラブ活動
オリエンテーリング部
オリエンテーリングとは北欧発祥のスポーツで、コンパスと地図
を持って山や公園、時には市街地で地図に載っているチェックポ
イントを順番通りに周り、その速さを競うというものです。走力と
素早く正確に地図の情報を読み取る能力が必要となるタフなス
ポーツです。
活動は基本的に週一回のミーティングと土曜日に大学付近の山
で行う練習です。しかし、より速くなりたい人は週末には遠征に行
き日本各地で行われる大会や練習会に参加しています。オリエン
テーリングは高校から行っている人は稀で、基本的には大学から
始める人ばかりなので、努力次第で上位を狙いやすいスポーツで
もあります。
一方、週一から始めら
れるスポーツでもあるの
で気軽に参加している
部員も多いです。ぜひ練
習に見学しに来てくださ
い。

芸音学部
私達、芸音学部は様々なジャンルのバンドサークルです。月に一
度演奏会を行ったり、部会でくだらない話をしたり、時にはなぜか
フットサルをしたりして、楽しく活動をしています。
芸音学部には色々な音楽の趣向を持った部員が多く、様々な音
楽のジャンルで溢れています。経験者から初心者まで数多くの部
員がおり、日々切磋琢磨し練習に励んでいます。
いつも学生会館でライブをしていますので是非足をお運びくだ
さい。 
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トピックス
第51回須賀杯争奪駅伝競走大会

　昨年11月15日（土）に、名古屋大学体育会と豊田工業高等専門学校学生会の共催で、第51回須賀杯争奪駅伝競
走大会を開催しました。
　この駅伝大会は、元名古屋大学学生部長の故須賀太郎先生が豊田工業高等専門学校の初代校長に就任された際、
両校のスポーツ振興を図ることを目的として昭和39年（1964年）に第1回大会が開催されました。その後、半世紀も
の間行われ続けてきた伝統ある行事であり、我々体育会が力を注いでいるイベントの一つでもあります。
　今大会には、須賀太郎先生のご子息もお見えになり、第50回を記念したプレートの除幕式も駅伝大会と同時進行
で開催され、改めてこの大会の素晴らしさを感じました。大会当日は、快晴でしたが風が少し冷たく、ほどよい駅伝
日和の中で大会を開催することができました。
　近年は庄内緑地公園で開催されてきましたが、今回は平和公園での開催となりました。コースは、高低差の激しい
山道や鋭角ターンといった難所があり、近年に比べてより駅伝らしいコースでの実
施となりました。参加チーム数は25チームと少なめでしたが、そのほとんどが体育
会系クラブからの参加だったため、非常にハイレベルな大会になりました。また、
チームによってパフォーマンスも様々で、驚異的な走りで来場者の目を惹くチームも
あれば、仮装をして楽しませるチーム、たった2人で全6区を走りきり拍手をもらう

チームなどもありました。こういった様々なチームの姿や、参加者同士がチームの垣根を越えて応援しあう姿が見ら
れることこそが、須賀杯駅伝の魅力だと思います。
　大会を無事に終えることができましたが、準備は非常に大変でした。数々のアクシデントに何度も挫けそうになりま
したが、落ち込む時間もなく、ひたすら前を向き続けなければなりませんでした。ですが、そんな苦労も選手の頑張
りや笑顔で全て吹き飛んでしまいました。この頑張りや笑顔を、今大会実行委員長として誇りに思います。また、私
事ですが、実行委員長を務めたことで、大きく成長できたような気がします。
　最後に、今大会の開催にあたり、多くの方々に協力していただきました。企画・運営に携わった方々のみならず、
素晴らしい走りをしてくれた選手達、またその姿を応援する来場者の方々も大会を大いに盛り上げてくださいました。
今大会にご協力いただいた皆様に心より感謝いたします。本当にありがとうございました。

小倉　尚武
山本　剛平
吉村　泰希
楯　　元樹
幅　　匡史
伊藤　兼梧

“天さん”のゲロゲロ合唱コン
ゲゲゲのさんぽん

“天さん”のゲロゲロ合唱コン
“天さん”のゲロゲロ合唱コン
“天さん”のゲロゲロ合唱コン
“天さん”のゲロゲロ合唱コン

陸上競技部
陸上競技部
陸上競技部
陸上競技部
陸上競技部
陸上競技部

高専
高専
高専
高専
高専
高専

10分58秒
11分03秒
11分31秒
12分09秒
11分59秒
10分50秒

1区
2区
3区
4区
5区
6区

区間 名前 チーム名 団体名 所属 区間タイム

総合成績（上位 6チーム）

“天さん”のゲロゲロ合唱コン
ゲゲゲのさんぽん
super-sub
ともちゃんず
Nusuo
ワンゲル

陸上競技部
陸上競技部
super-sub
陸上競技部
ソフトテニス部
ワンダーフォーゲル部

高専
高専
名大
高専
名大
名大

1時間08分59秒
1時間10分50秒
1時間16分11秒
1時間16分53秒
1時間18分03秒
1時間18分27秒

1
2
3
4
5
6

順位 チーム名 団体名 所属 最終タイム

区間賞

企画・学務部の窓
就職活動について
新学期の開始に向けて、就職活動を意識し始めた学生も多いでしょう。就職支援室では、

就職活動の各段階に応じたガイダンス等を実施しています。 
ガイダンス等は、就職支援室ホームページ、就職支援室公式Twitter （@NagoyaUniv_CDO）、

就職支援メールマガジン、名古屋大学ポータル、及び各学部・研究科の掲示板で案内しますので、
参加してみてください。また、専任相談員による就職相談も行っていますので、是非ご利用ください。
なお、平成27年度卒業・修了予定者からの就職・採用活動スケジュールが変更になりました。

広報活動は、卒業・修了年度に入る直前の3月1日以降に開始、その後の採用選考活動は、卒業・
修了年度の8月1日以降に開始となります。該当する学生は、注意してください。

企画・学務部学生支援課就職支援室　

場 所
T E L
M A I L

工学部 7号館B棟
052－789－2176
s-shien.evententry@adm.nagoya-u.ac.jp

就職支援室

名古屋大学ポータルサイト
（スマートフォン・ＰＣ用）

就職活動の流れ（例）
キャリアサポートガイダンスへの出席
自己分析
業界・職種・企業研究
就活ノートの整理
　OB・OG訪問
　　企業へのエントリー
　　企業セミナー・企業研究会へ出席
　　　応募書類（エントリーシート）等の準備・提出
　　　　面接・筆記試験

内
定
（
内
々
定
）

就職・採用活動時期の変更について

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

広報活動 採用選考活動

１２月１日 ４月１日

3月１日 8月１日

学部３年 学部４年

広報活動 採用選考
活動

平成26年度
卒業・修了
予定者

平成27年度
卒業・修了
予定者

実行委員長　堀之上 滉弥（名古屋大学体育会）　

本学の就職支援体制
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企画・学務部の窓
名古屋大学課外活動施設の利用案内
本学には、一般学生及び教職員が利用できる施設として以下のような施設があります。施設の概要、利用方法詳細については、学生便覧
に詳しく記載してありますが、不明な点があれば、学務課課外活動掛（内線2164・2165）まで問い合わせください。

＜運動施設＞
運動施設には、総合運動場（陸上競技場、野球場、硬式テニ
スコート、フットサルコート等）、体育館、屋内プール等があり、
総合保健体育科学センターの使用（授業、行事等）及び体育会
所属運動部の使用時間を除いて利用できます。
利用希望者は下記により申し込んでください。

＜学生会館＞
学生会館には、談話室、集会室（ 9 室）、和室（ 2 室）があります。
集会室又は和室を利用する場合は、学生会館事務室で使用許可
願の用紙を受け取り、必要事項を記入し、許可を受けてください。

＜中津川研修センター>
本センターは、自然豊かな岐阜県中津川市にあり、共同生活を
通じて学生、教職員及び大学間の交流を図るとともに、課外教育
等により大学教育の効果を高め、学生の人間形成に資することを
目的に設置されています。
本センターには研修室や体育館が設置されており、また、セン
ター周辺には中津川市等が管理するスポーツ施設や、妻籠宿、馬
籠宿等の観光地が多数あります。
学生あるいは教職員の 5 名以上の団体で、 4 泊 5日以内であ
れば本センターを利用できますので、研究室でのゼミ合宿、クラ
ブサークルの合宿はもちろんのこと、リフレッシュや親睦を目的と
した活動など、幅広い用途に積極的に活用してください。
なお、申請方法や利用料金等については、本センターのホーム
ページを参照いただくとともに、不明な点は学務課課外活動掛ま
で気軽にご相談ください。

▲

陸上競技場

▲

野球場

▲

硬式テニスコート

▲

フットサルコート

▲

第 1・第 2・山の上体育館

▲

使用月の前月
　（第 3月曜日17時以降）

▲

運動施設予約システム
　（名大ポータル→キャンパス→キャンパスライフ）

▲
第 3グリーンベルト

▲

使用日の1か月前以降 

▲

体育会事務室（学生会館 2 階）

▲

屋内プール

▲

屋内プール

▲

一般学生のためのプール開放は夏季
休業中の午後（日曜を除く）と授
業期間中の決められた曜日（週 2
日程度）の授業終了後に行われま
す。これ以外の時間帯での一般学
生のプールの利用はできません。プー
ル開放の詳細については、総合保
健体育科学センターホームページ

　（http://www.htc.nagoya-u.ac.jp/）
　をご覧下さい。

運動施設の名称

申し込み開始日

使用願用紙の
交付・提出場所

運動施設の名称

申し込み開始日

使用願用紙の
交付・提出場所

運動施設の名称

使 用 可 能 日

手 続 場 所 ホームページURL
　http://www2.jimu.nagoya-u.ac.jp/nakatsugawa/

企画・学務部学務課　
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企画・学務部の窓
平成27年度学年暦について
平成27年度の名古屋大学の学年暦は以下のとおりです。
時間割表の変更、休講、定期試験の実施方法、学生への連絡事項等の案内、連絡は掲示板により必要の都度行われますので、十分注
意してください。

企画・学務部学生支援課　

みなさんが、講義、実験、実習、演習または実技などの正課中、
各種学校行事中、学校施設内にいる問、課外活動中及び通学中
などに不慮の災害事故により身体に傷害を被ることは、万全の注
意を払っていてもまま発生することがあります。
このような不測の事態の被害の救済のため「学生教育研究災
害傷害保険制度」があります。保険料は極めて低額になっており
ますので、未加入者は必ず加入するようにしてください。
本学では、平成24年度に59件の事故に対して、約315万円の

保険金が支払われています。
新たにこの保険に加入しようとする学部生（留年・休学により
保険の期限切れとなっている学生）、大学院生、研究生などは、
原則として4月または 9・10月の各募集期間中に所属学部等の教
務学生担当掛で所定の手続きをしてください。
なお、すでに加入している学生で、この保険の対象となる事故
が生じた場合、ただちに事故の日時、場所、状況、傷害の程度
を上記の担当掛まで連絡してください。

＜医療保険金について＞　医師の治療を受けたとき、治療日数により下記保険金が支払われます。

入院加算金については、 1日から対象となります。

通学特約加入者の通学中・学校施設等相互間の移動中
（平常の生活ができるようになるまでの治療日数が
4日以上の場合が対象となります。）

正課中・学校行事中
（平常の生活ができるようになるまでの治療日数が
１日から対象となります。）

平常の生活ができるように
なるまでの治療日数

入院加算金
（180日を限度）支払保険金

上記以外の学校施設内にいる問・学校施設外での
課外活動（クラブ活動）中
（平常の生活ができるようになるまでの治療日数が
14日以上の場合が対象となります。）

治療日数

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

１日～

４日～

７日～

14日～
30日～
60日～
90日～
120日～
150日～
180日～
270日～

３日

６日

13日

29日
59日
89日
119日
149日
179日
269日

3,000円

6,000円

15,000円

30,000円
50,000円
80,000円
110,000円
140,000円
170,000円
200,000円
300,000円

（注）入院加算金は、
医療保険金
の支払の有無
に関係なく入
院 1日目から
支払われます。

入院1日につき
4,000円

（注）上記の保険金は、生命保険、健康保険、他の傷害保険、加害者からの賠償金と関係なく支払われます。

1 2 3 4 5
月 火 水 木 金 土 日

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

4

　 1 2 3
月 火 水 木 金 土 日

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

5

1 2 3 4 5
月 火 水 木 金 土 日

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

7

1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

6

1 2
月 火 水 木 金 土 日

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

8

31

1 2 3 4 5 6
月 火 水 木 金 土 日

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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■第１学期（前期）

1 2 3 4
月 火 水 木 金 土 日

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

10

1 2 3 4 5 6
月 火 水 木 金 土 日

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

3

1 2 3 4 5 6
月 火 水 木 金 土 日

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

12

1 2 3
月 火 水 木 金 土 日

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1

1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29

2

■第２学期（後期）

1
月 火 水 木 金 土 日

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

11
30

4/1～9 新入生ガイダンス等
4/5 入学式
※4/10  第１学期授業開始日
4/10～7/22 第１学期授業期間

5/1 名古屋大学記念日

（6/4午後～6/7 名大祭）

6/27 水曜開講授業用の授業予備日

7/4 木曜開講授業用の授業予備日
7/18 授業予備日
7/20 月曜開講授業用の授業予備日
7/23～8/5 第１学期試験・授業期間

8/8～9/30 夏季休業

9/24～30 G30新入生ガイダンス等
9/28 秋季卒業式

10/1 第２学期授業開始日
10/1～1/27 第２学期授業期間
10/5 秋季入学式
10/12 月曜開講授業用の授業予備日

12/19 授業予備日
12/24 月曜開講授業用の授業予備日
12/25 授業予備日
12/28～1/7 冬季休業

11/23 月曜開講授業用の授業予備日

1/8 金曜開講授業用の授業予備日
1/12 第２学期授業再開日
1/15 休講予定（センター試験準備）
1/16・17 入試センター試験
1/28～2/10 第２学期試験・授業期間

3/25 卒業式

授業実施可能回数
月

１４＋１
火
15

水
１４＋１

木
１４＋１

金
15

＋については講義予備日等の利用で１５回実施可能となっている。
授業実施可能回数

月
13＋2

火
１5

水
15

木
15

金
１４＋１

＋については講義予備日等の利用で１５回実施可能となっている。

学生教育研究災害傷害保険制度

企画・学務部学務課　
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企画・学務部学生支援課　学研災付帯賠償責任保険制度

学研災付帯学生生活総合保険
学研災付帯学生生活総合保険は、学生教育研究災害傷害保険加入者を対象に、病気・ケガの入院・通院が 1日目から補償される等の特
色のある学生生活全般に補償を広げた保険です。加入は任意加入となっています。
補償内容・加入方法については、「学研災付帯学生生活総合保険パンフレット」を参照してください。

日本国内外において、正課、学校行事等及びその往復で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したことにより被る法律上支払わ
なければならない損害賠償を支払限度額の範囲内で補償します。

❶ 保険の内容

学生教育研究災害傷害保険に加入している学生に限ります。

学生教育研究賠償責任保険（略「学研賠」）
正課、学校行事、課外活動及びその往復。（Bコースの対象範囲を含む）

❷ 加入の対象者

❸ 対象となる活動範囲

❹ 補償金額（支払限度額）・保険料

Ａコース

インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険（略称「インターン賠」）
インターンシップ、介護体験活動、教育実習、保育実習、ボランティア活動及びその往復。但し、学校が、正課、学校行事、
課外活動として認めた場合に限る。

Ｂコース

医学生教育研究賠償責任保険（略称「医学賠」）
医療関連学部・学科の正課、学校行事、課外活動及びその往復。（Aコース、Bコースの対象範囲を含む）

Ｃコース

大学院生教育研究賠償責任保険（略称「法科賠」）
対人・対物賠償：法科大学院等の正課、学校行事、課外活動及びその往復。
人格権侵害補償：臨床法学実習による不当行為に起因する事故。

Ｌコース

インターンシップ・
教職資格活動等
賠償責任保険

（略称「インターン賠」）

対人賠償と対物賠償合わせて１事故につき１億円程度（※免責金額０円）

法科大学院生教育研究
賠償責任保険
（略称「法科賠」）

損害賠償請求者1名あたり
1，000万円限度
（※免責金額O円）

医学生教育研究
賠償責任保障
（略称「医学賠」）

学生教育研究
賠償責任保険
（略称「学研賠」）

２１０円 1,640円５００円３４０円

Ｂコース ＬコースＣコースＡコース
活動内容

補償内容

対 人 賠 償
対 物 賠 償

人 格 権 侵 害 賠 償

保険料分担金（1年間）

＜対象となる事故例＞　
※免責金額とは、自己負担額をいいます。

正課でのインターンシツプ
活動中、派遣先の機械を使
用し、誤って壊してしまった。
（A・B・Cコース対象）

❸ 授業を受けるために自宅か
ら大学へ行く途中、駅の階
段駆け降りたとき、誤って前
にいた老人にぶつかってしま
い、大けがをさせてしまった。
（Ａ・Ｃコース対象）

❹学園祭で、焼鳥屋の模擬
店を出店したが食中毒事故
を出してしまい、５人が入
院してしまった。
（Ａ・Ｃコース対象）

❷正課で化学の実験中、間
違って薬品を混ぜ、爆発事
故を起こしてしまい、クラス
メイトに火傷を負わせてし
まった。
（Ａ・Ｃコース対象）

❶

企画・学務部学生支援課　
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名古屋大学の地震防災体制
今年で阪神・淡路大震災から20年、東日本大震災から4年になります。一方、東海地震でも大地震の発生が以前から予測されてきました。
名古屋大学ではこれまでの地震災害を調査し、将来の大規模地震災害を想定して、安全対策と防災体制構築を行っています。

◆ 建物・室内の安全性向上
この10数年間で学内建物の耐震改修や新築が進み、耐震性に問題のある建物はほとんどなくなりました。また、室内の大きな家具などは、
ガイドラインに従ってすべて固定するようにしています。現在は、実験室などの危険な機器や薬品がある場所の安全対策に取り組んでいます。
建物や室内の対策ができていれば、地震が発生した場合でも落ち着いて行動でき、火災やけがなどの様々な危険を減らすことにもつながります。

◆ 災害発生時の対応
あわてずに、まず身を守り、それから落ち着いて屋外の一次避難場所に避難します。特に、緊急地震速報が放送された場合は、机の下で頭を守るなど、

強い揺れに対して身を守る行動を行います。災害発生時に避難誘導や消火・救助などを行うため、教職員による自衛消防隊がつくられています。名
古屋大学は敷地が広く、建物や人が多く、組織も複雑なため、学内を10ブロックに分けて「ブロック自衛消防隊」を編成し、その中で各建物の消防
隊が活動するようになっています。災害時には自衛消防隊員やその他の教職員、あるいは非常放送の指示に従って行動するようにしてください。

◆ 安否確認
災害時には、大学として全員の状況を常に把握し、適切な方針を決める必要があります。キャンパス内では、名簿や避難者確認カードで確認が行われます。一方、

夜間や学外でも各自の状況を大学に知らせることができるように、全員を対象とした安否確認システムも準備されています。非常時に携帯電話等に大学から電
子メールが届き、その指示に従って安否状況を入力します。このための非常連絡用メールアドレスは、情報セキュリティ自己点検のときに必ず登録してください。

◆ 帰宅困難と備蓄品
学内で無事に避難した後は、大学から提供される情報などに基づいて行動してください。帰宅する場合は、自宅や経路の被災状況や安全を
確認し、安全に帰宅できないと判断される場合は、学内の安全な建物に当面の間とどまることもできます。ただし、食料や水は学内に十分な
量の備蓄がなく、避難者全員に提供することは保管場所や費用の面からも難しい状況です。したがって、非常時の食料や必需品は、各自で、
また研究室や学科で、できる限り準備することをお願いします。カバンの中に携帯食品を入れておくだけでも急な災害時に大いに役立ちます。

◆ 防災訓練
上記のような災害対応は、実際の地震が起こる前にやってみて確認し、慣れておくことが大切です。そのために、毎年5～ 6月頃と10月28日

に全学で防災訓練を実施しています。春の訓練は主に、新学期の体制確認と安否確認システムの利用を行います。秋の訓練は全学一斉避難、
自衛消防隊の活動、安否確認など全体の対応を確認します。必ず参加するようにしてください。

このほかに、学園だよりのバックナンバーや、災害対策室ホームページも参考にしてください。http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/taisaku/

学生証は大切に
最近、学生証紛失による再交付の申請が増えています。学生証は本学の学生であることを証明するものであるだけでなく、在学証明書等の発行
や中央図書館への入館等にも必要です。また、学生証に印字されている学生番号はwebによる学内向け情報へアクセスする際に必要となります。
万一紛失したり盗難に遭ったりした場合は、必ず警察へ届け出てから、所属学部教務学生掛等にて再交付の手続きを行ってください。紛失した
学生証で、消費者金融の無人契約機・レンタルビデオ店等で悪用され、思いがけない迷惑や被害を受けることもありますので、十分注意してください。

自転車の盗難防止・走行上の注意について
学内において、自転車盗難の犯罪が増加しています。駐輪する際は短時間であっても必ず施錠をし、鍵も二重ロック（ツーロック）にしてください。

自転車窃盗犯の約70％がツーロックされている自転車は盗まないと言っています。
なお、当然のことですが、他人の自転車を無断で使用する行為は犯罪行為です。自転車の窃盗は刑法第235条の「窃盗罪」であり、10年以下の懲役・
50万円以下の罰金が科せられます。警察に検挙された場合、必ず書類送検され、さらに本学からは学則に基づき懲戒処分が課せられることがあ
ります。絶対に行わないでください。
また、自転車走行上の注意として、東山キャンパス周辺は坂の多い地形ですので、特に下り坂でのスピードの出し過ぎや一時停止の無視等により、
歩行者や他の車両との事故を起こさないよう、十分に注意してください。たとえ自転車でも、歩行者に接触すると命にも関わる大事故につながりか
ねません。周囲に配慮した、優しい走行を心がけてください。

ゴミ出しマナーはルールを守って
名古屋市では、各家庭から排出されるゴミは、種類毎に分別し、種類毎に指定された曜日・場所に出すことになっています。
名古屋市内で単身で下宿生活を送っている学生は、地域の一員としてこのゴミ出しルールに従い、ルールとマナーを守ってゴミを出すようにしてください。
分別していないゴミは、処理できず放置される原因にもなります。
ゴミの出し方（種類の分け方）が判らないときは、各区の環境事業所、または町内会の保健委員の方に尋ねるようにしてください。
なお、学内に家庭ごみや粗大ごみを持ち込んで投棄することは、不法投棄ですので絶対行わないようにしてください。本学では、不法投棄を発
見した場合、警察への通報などの対応を取っています。

平成26年度名古屋大学学生生活広報担当グループ〈主査〉兒玉 哲也 〈委員〉荒見 玲子・藤井 俊彰
【本誌に対するご意見等は下記までお寄せください。】
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